古代銀銭に関する一試論 : 顕宗紀の銀銭記事を中心として by 中江 圭
は
じ
め
に
　
平
成
十
年
に
奈
良
県
の
飛
鳥
池
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
富
本
銭
が
、
和
銅
年
間
以
前
の
国
内
鋳
造
品
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
従
来
の
貨
幣
史
観
に
も
再
考
の
必
要
が
出
て
き
た

。
こ
れ
に
よ
り
『
日
本
書
紀
』（
以
下
『
書
紀
』
と
略
す
）
天
武
十
二
年
四
月
壬
申
条
の
銭
貨
の
記
事
、「
自
レ
今
以
後
、
必
用
二
銅
銭
一
。
莫
レ
用
二
銀
銭
一
。」（
以
下
「
天
武
十
二
年
貨
幣
令
記
事
」
と
称
す
）
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。
し
か
し
『 
書
紀
』
に
お
け
る
銭
貨
の
記
事
の
初
出
は
、
顕
宗
二
年
十
月
癸
亥
条
「
宴
一
群
臣
二
、
是
時
天
下
安
平
、
民
無
二
徭
役
一
、
歳
比
登
稔
、
（
１
）
百
姓
殷
富
、
稲
斛
銀
銭
一
文
、
馬
被
レ
野
。」（
以
下
、「
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
」
と
称
す
）
に
遡
る
。
　
こ
れ
は
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
が
後
漢
の
明
帝
の
治
世
の
よ
う
に
豊
か
で
平
和
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
す
る
た
め
、『
後
漢
書
』
明
帝
紀
の
一
文
、「
是
歳
天
下
安
平
、
人
無
二
徭
役
一
、
歳
比
登
稔
、
百
姓
殷
富
、
粟
斛
三
十
、
牛
羊
被
レ
野
」（
永
平
二
年
条
）
を
模
倣
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
の
内
容
の 
信
憑
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
立
証
す
る
も
の
が
な
く
、
現
在
で
は
こ
の
記
事
は
、
事
実
の
伝
え
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
記
事
そ
の
も
の
が
貨
幣
史
研
究
の
対
象
外
と
い
う
感
が
あ
る
。
　
し
か
し
こ
れ
を
『
書
紀
』
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
、
つ
ま
り
八
世
紀
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古
代
銀
銭
に
関
す
る
一
試
論
―
―
顕
宗
紀
の
銀
銭
記
事
を
中
心
と
し
て
―
―
中　
江　
　
　
圭
は
じ
め
の
中
央
政
府
の
貨
幣
史
観
の
反
映
し
た
史
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
改
め
て
こ
の
記
事
に
注
目
し
、
貨
幣
草
創
期
の
貨
幣
史
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
１
、
内
田
銀
蔵
以
来
の
先
行
研
究
の
整
理
　
『
書
紀
』
に
お
け
る
銭
貨
お
よ
び
銀
銭
の
登
場
は
、
前
出
の
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
と
天
武
十
二
年
貨
幣
令
記
事
の
み
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
論
点
と
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
で
は
内
容
の
真
偽
、
天
武
十
二
年
貨
幣
令
記
事
で
は
銭
種
で
あ
る
。
今
日
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
ほ
ぼ
決
着
し
て
お
り
、
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
は
修
飾
目
的
の
作
文
で
、
天
武
十
二
年
貨
幣
令
記
事
の
「
銅
銭
」「
銀
銭
」
の
銭
種
は
、
和
銅
年
間
以
前
の
和
同
開
珎
の
鋳
造
が
確
認
で
き
な
い
の
で
和
同
開
珎
と
す
る
説
は
成
り
立
た
ず
、「
銀
銭
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
発
見
の
相
次
ぐ
無
文
銀
銭
と
す
る
説
が
一
般
的
で
あ
る

。
　
ま
た
和
銅
以
前
の
銭
貨
の
使
途
も
、
か
ね
て
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
通
貨
説
と
、
厭
勝
銭
お
よ
び
通
貨
機
能
否
定
説
と
に
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。
結
論
の
み
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
に
銀
銭
が
流
通
し
て
い
た
と
い
う
設
定
の
作
文
が
さ
れ
て
い
る
以
上
、
天
武
十
二
年
貨
幣
令
記
事
の
銭
（
２
）
貨
が
、
通
貨
と
し
て
の
銭
貨
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
和
銅
以
前
の
銭
貨
の
通
貨
機
能
は
存
在
し
て
い
た
と
考
え
る
。
　
古
代
銭
貨
の
研
究
は
、
江
戸
時
代
か
ら
古
銭
学
と
し
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
日
本
の
銭
貨
研
究
は
、
内
田
銀
蔵
に
始
ま
っ
た
と
い
え
る

。
そ
の
業
績
は
、
今
日
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ 
し
て
い
る
。
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
に
つ
い
て
も
内
田
の
解
釈
が
通
説
と
な
っ
て
お
り
、
後
続
の
研
究
者
、
た
と
え
ば
西
村
真
次
や
弥
永
貞
三
、
最
近
で
は
栄
原
永
遠
男
、
今
村
啓
爾
な
ど
が
、
内
田
の
説
を
支
持
し
て
い
る

。
　
内
田
の
説
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
記
事
の
真
偽
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
通
貨
が
通
用
し
た
確
証
が
無
い
た
め
、
史
実
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
文
中
の
「
稲
斛
銀
銭
一
文
」
と
い
う
部
分
は
、『
後
漢
書
』
の
「
粟
斛
三
十
」（
こ
の
「
三
十
」
と
い
う
の
は
、
銅
銭
三
十
文
を
意
味
す
る
）
の
銅
銭
を
銀
銭
に
書
き
換
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
和
銅
以
前
の
銭
貨
事
情
―
―
銀
銭
が
銅
銭
に
先
行
し
て
い
た
―
―
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
同
開
珎
発
行
に
際
し
、
銀
銭
の
鋳
造
が
銅
銭
に
先
行
し
た
こ
と
、
ま
た
天
武
十
二
年
貨
幣
令
で
銅
銭
を
必
ず
用
い
る
よ
う
に
命
じ
た
際
に
は
、
銀
銭
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
も
和
銅
以
前
の
銭
貨
事
情
を
う
け
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
３
）
（
４
）
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　こ
の
内
田
の
説
を
受
け
、
そ
の
後
、
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
の
史
実
性
を
否
定
す
る
説
は
強
ま
っ
て
く
る
。
大
正
時
代
に
は
山
中
笑
、
昭
和
初
期
に
は
西
村
真
次
、
戦
後
は
弥
永
貞
三
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
否
定
的
立
場
を
と
っ
て
い
る

。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
、
妹
尾
守
雄
が
否
定
説
を
通
説
と
す
る
ま 
で
に
な
っ
て
い
る

。
　
な
お
昭
和
二
十
九
年
に
は
、
田
中
卓
も
顕
宗
銀
銭
記
事
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
そ
の
論
点
は
記
事
の
内
容
の
真
偽
で
は
な
く
、
成
立
時
期
に
お
か
れ
て
い
る

。
田
中
は
、
本
文
中
の
稲
一
斛
＝
銀
銭
一 
文
を
安
価
と
す
る
価
格
の
設
定
に
は
、
記
事
の
成
立
時
期
の
物
価
感
覚
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
、
記
事
の
成
立
は
銀
銭
が
公
用
さ
れ
て
い
た
時
期
―
―
和
銅
元
年
五
月
か
ら
翌
年
の
八
月
以
前
―
―
だ
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
田
中
説
を
受
け
た
弥
永
は
、
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
の
成
立
時
期
の
物
価
感
覚
が
反
映
し
て
い
る
点
は
認
め
な
が
ら
も
、
銀
銭
の
公
的
使
用
の
禁
止
さ
れ
て
い
た
最
中
で
も
記
事
の
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
銀
銭
の
公
用
の
禁
止
と
い
う
こ
と
は
記
事
の
成
立
時
期
を
限
定
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
記
事
の
成
立
は
『
書
紀
』
の
完
成
し
た
養
老
四
年
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
書
紀
』
の
「
銀
銭
一
文
」
は
、『
後
漢
書
』
の
銅
銭
「
三
十
」
文
を
書
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
（
５
）
（
６
）
（
７
）
銅
銭
三
十
文
が
銀
銭
一
文
と
等
価
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
三
十
対
一
と
い
う
交
換
比
率
の
値
は
、
養
老
五
年
の
公
定
交
換
比
率
―
―
二
十
五
対
一
に
近
く
、
養
老
四
年
当
時
の
認
識
が
反
映
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
確
か
に
弥
永
の
主
張
す
る
通
り
、
田
中
の
論
法
に
は
、
疑
問
が
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
弥
永
の
論
も
養
老
四
年
時
に
稲
と
粟
が
等
価
で
あ
る
と
い
う
前
提
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
あ
え
て
記
事
の
成
立
時
期
を
限
定
す
る
な
ら
ば
、
記
事
の
な
か
の
計
量
の
単
位
が
斛
斗
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
限
が
大
宝
年
間
を
遡
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
下
限
は
、『
書
紀
』
の
撰
上
直
前
の
養
老
四
年
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
の
成
立
が
『
書
紀
』
の
撰
上
直
前
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
、
銀
銭
の
公
的
使
用
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
稲
一
斛
＝
銀
銭
一
文
を
安
価
と
す
る
銭
貨
価
値
は
、
当
時
の
銀
銭
の
非
公
式
な
市
場
で
の
実
勢
取
引
価
格
に
基
づ
い
た
も
の
、
も
し
く
は
過
去
の
銀
銭
の
公
認
さ
れ
て
い
た
時
期
の
物
価
感
覚
の
反
映
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
２
、
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
の
作
文
の
背
景
　
通
説
通
り
、
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
が
史
実
性
に
欠
け
る
内
容
で
あ
る
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こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、『
書
紀
』
編
纂
時
に
は
、
こ
れ
を
史
実
と
見
做
せ
る
よ
う
な
貨
幣
史
観
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
書
紀
』
に
お
い
て
は
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
に
は
、
銭
貨
流
通
を
可
能
と
す
る
条
件
が
全
て
備
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
内
容
的
に
も
他
の
記
事
内
容
と
抵
触
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
銭
貨
流
通
の
要
件
と
し
て
は
、
銭
貨
の
使
用
の
場
の
存
在
―
―
市
の
開
催
―
―
、
ま
た
材
料
の
調
達
、
加
工
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、『
書
紀
』
に
お
け
る
顕
宗
天
皇
の
時
代
は
、
こ
う
し
た
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
。
　
『
書
紀
』
の
市
の
初
見
は
雄
略
紀
の
餌
香
市
だ
が
、
こ
の
市
は
顕
宗
即
位
前
紀
に
も
登
場
す
る
。
顕
宗
即
位
前
紀
に
は
、
石
上
市
辺
宮
と
い
う
宮
も
登
場
し
、
ま
た
武
烈
即
位
前
紀
に
は
海
石
榴
市
が
登
場
す
る
。
当
時
、
畿
内
に
は
複
数
の
市
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
ま
た
銀
銭
材
料
の
銀
は
、『
書
紀
』
で
は
天
武
三
年
が
始
産
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
の
銀
銭
は
、
輸
入
銀
を
用
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る

。『
書
紀
』
で
の
渡
来
人
の
大
量
流
入
は 
応
神
朝
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
に
銀
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
　
加
工
技
術
に
つ
い
て
は
、
鍛
冶
技
術
集
団
で
あ
る
忍
海
氏
を
通
し
（
８
）
て
説
明
で
き
る

。
顕
宗
即
位
前
紀
に
は
、
顕
宗
天
皇
が
幼
少
期
に
播
磨
国
赤
石
郡
に
避
難
し
て
い
た
際
、
縮
見
屯
倉
首
の
忍
海
部
造
細
目
に
仕
え
、
細
目
の
新
室
祝
い
の
酒
宴
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
宮
中
に
戻
っ
た
と
い
う
伝
承
が
載
っ
て
い
る
。
そ
し
て
清
寧
天
皇
の
死
後
、
顕
宗
天
皇
が
皇
位
を
継
承
す
る
ま
で
葛
城
忍
海
の
高
木
角
刺
宮
で
政
務
を
執
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
忍
海
部
女
王
は
、
顕
宗
天
皇
の
近
親
者
で
あ
る
。
顕
宗
天
皇
と
忍
海
は
関
係
が
深
く
、
顕
宗
天
皇
が
忍
海
氏
に
命
じ
て
銀
銭
を
造
ら
せ
た
こ
と
を
も
想
像
さ
せ
る
。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
書
紀
』
の
史
観
に
お
い
て
は
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
の
銀
銭
流
通
は
整
合
性
の
あ
る
こ
と
と
見
做
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
銀
銭
の
記
事
が
顕
宗
天
皇
の
時
代
に
挿
入
さ
れ
た
の
は
、
通
説
で
言
う
よ
う
な
単
な
る
修
飾
作
文
の
結
果
と
い
う
よ
り
も
、
明
確
な
意
図
に
基
づ
い
た
結
果
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
つ
ま
り
、
こ
の
記
事
が
作
文
さ
れ
た
真
意
と
い
う
の
は
、
銭
貨
の
歴
史
的
価
値
を
保
証
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
元
明
天
皇
の
時
代
の
銭
貨
政
策
は
、
銭
名
「
和
同
開
珎
」
の
「
和
同
」
と
当
時
の
年
号
「
和
銅
」
が
同
音
で
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
き
わ
め
て
重
大
な
国
家
的
問
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
書
紀
』
編
纂
者
が
、
不
用
意
に
銭
貨
の
記
事
を
登
場
さ
せ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
顕
宗
紀
に
銀
銭
記
事
を
挿
入
し
た
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
の
銀
銭
（
９
）
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お
よ
び
銭
貨
の
来
歴
を
示
し
、
現
行
の
銭
貨
の
使
用
に
対
す
る
信
用
を
高
め
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
前
述
し
た
通
り
、『
書
紀
』
の
銀
銭
の
記
事
は
顕
宗
紀
と
天
武
紀
の
二
箇
所
の
み
で
、
そ
の
間
に
は
銀
銭
の
記
事
は
一
切
無
く
、
こ
れ
は
意
図
的
と
も
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
宣
化
元
年
五
月
の
詔
だ
が
、
こ
こ
で
は
食
の
重
要
性
を
説
く
際
に
「
黄
金
万
貫
、
不
レ 
可
レ
療
レ
飢
」
「
白
玉
千
箱
、
何
能
救
レ
冷
」
と
、
豊
か 
さ
の
象
徴
に
黄
金
と
白
玉
が
登
場
し
て
い
る
が
、
銀
銭
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い

。
　
こ
れ
は
、
宣
化
天
皇
の
血
統
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
宣
化
天
皇
の
女
の
石
姫
皇
女
は
敏
達
天
皇
の
母
で
あ
り
、
敏
達
天
皇
は
天
武
天
皇
や
元
明
天
皇
の
直
系
の
尊
属
に
あ
た
る
。
後
述
す
る
通
り
、
天
武
天
皇
と
元
明
天
皇
は
銀
銭
禁
止
政
策
を
と
っ
て
い
る
。
宣
化
天
皇
が
銀
銭
を
使
用
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
銀
銭
禁
止
政
策
の
正
当
性
を
損
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
　
さ
ら
に
銀
銭
禁
止
政
策
の
正
当
性
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
時
代
の
近
い
天
皇
の
と
こ
ろ
に
銀
銭
記
事
を
載
せ
る
の
も
不
適
切
で
あ
る
。
用
明
天
皇
、
崇
峻
天
皇
、
推
古
天
皇
の
時
代
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
銀
銭
の
使
用
は
、
む
し
ろ
遠
祖
の
時
代
、
具
体
的
に
は
血
統
の
繋
が
り
の
薄
い
継
体
天
皇
以
前
が
望
ま
し
い
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（　
）
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
銀
銭
の
記
事
を
挿
入
す
る
の
に
適
し
て
い
る
の
は
、
金
工
技
術
集
団
の
忍
海
氏
を
掌
握
し
た
後
で
、
か
つ
継
体
天
皇
以
前
の
血
統
の
断
絶
し
て
い
る
天
皇
の
時
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
の
は
、
顕
宗
天
皇
と
武
烈
天
皇
の
時
代
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
『
書
紀
』
に
お
け
る
武
烈
天
皇
は
、
暴
虐
な
悪
帝
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
銀
銭
は
天
武
天
皇
や
元
明
天
皇
の
禁
止
政
策
に
み
る
よ
う
に
、
常
に
使
用
を
奨
励
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
反
面
、
豊
か
さ
や
平
和
の
象
徴
と
い
う
一
面
も
あ
る
。
武
烈
天
皇
の
時
代
に
、
銭
貨
の
歴
史
的
価
値
の
保
証
を
託
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
の
顕
宗
天
皇
は
、
生
前
皇
統
断
絶
の
危
機
を
救
い
、
為
政
者
と
し
て
の
優
れ
た
資
質
を
持
ち
、
後
漢
の
明
帝
に
比
せ
ら
れ
る
よ
う
な
良
政
を
し
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
即
位
は
、
資
質
を
か
わ
れ
て
兄
に
先
ん
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
質
優
先
に
よ
る
皇
位
継
承
の
例
は
、
必
ず
し
も
順
当
と
は
い
え
な
か
っ
た
天
武
天
皇
の
皇
位
継
承
の
正
当
性
を
主
張
す
る
上
で
、
都
合
の
良
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
顕
宗
天
皇
に
は
、
皇
室
の
危
機
を
救
っ
た
優
れ
た
為
政
者
、
兄
弟
天
皇
の
弟
、
苦
労
の
末
の
皇
位
継
承
な
ど
、
天
武
天
皇
と
の
類
似
点
が
複
数
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
要
す
る
に
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
の
銀
銭
の
登
場
は
、
従
来
指
摘
さ
59
れ
て
い
た
単
な
る
修
飾
目
的
の
作
文
で
は
な
く
、
種
々
の
銭
貨
流
通
の
要
件
を
満
た
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
上
に
、『
書
紀
』
の
描
く
顕
宗
天
皇
の
為
政
者
像
が
、
銭
貨
来
歴
の
一
端
を
創
出
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
都
合
よ
い
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
さ
て
、
古
代
の
銀
銭
の
銭
種
に
は
、
無
文
銀
銭
の
ほ
か
、
和
同
開
珎
銀
銭
、
大
平
元
宝
、
賈
行
銭
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
和
同
開
珎
銀
銭
は
和
銅
に
遡
る
出
土
事
例
は
な
く
、
通
説
で
は
『
続
日
本
紀
』
の
記
載
に
従
い
、
和
銅
元
年
初
鋳
と
さ
れ
て
い
る

。
ま
た
大
平
元
宝
は
、
現
存
品
は
な
い
も
の
の
、『
続
日
本
紀
』
に
天
平
宝
字
四
年
の
初
鋳
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る

。
無
文
銀
銭
と
賈
行
銭
は
初
鋳
の
時
期
が
不
明
で
あ
る
が
、
賈
行
銭
に
つ
い
て
は
完
形
品
は
な
く
、
部
分
残
存
品
が
奈
良
時
代
の
遺
物
と
し
て
一
例
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
文
献
に
も
一
切
登
場
し
て
い
な
い
。
賈
行
銭
の
銭
貨
と
し
て
の
実
態
は
不
明
で
あ
り
、
奈
良
時
代
を
遡
る
証
拠
も
な
い

。
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
書
紀
』
に
登
場
す
る
銀
銭
は
、
無
文
銀
銭
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
無
文
銀
銭
の
外
観
は
、
直
径
３
セ
ン
チ
ほ
ど
の
円
形
有
孔
で
、
古
墳
や
祭
祀
遺
跡
の
遺
物
に
見
ら
れ
る
石
製
円
板
に
類
似
し
て
い
る
。
完
形
の
重
量
は
、　
グ
ラ
ム
前
10
後
に
揃
え
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
出
土
品
の
中
に
は
銭
面
表
面
に
銀
小
片
を
付
着
さ
せ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
重
量
調
整
を
し
た
こ
と
が
窺
（　
）
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わ
れ
る
。
製
造
方
法
は
一
見
単
純
な
打
圧
と
思
わ
れ
る
が
、
工
程
の
一
部
で
は
鋳
造
も
行
な
っ
て
い
る

。
　
出
土
の
情
況
は
先
行
研
究
で
既
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
傾
向
と
し
て
は
畿
内
と
そ
の
周
辺
に
限
ら
れ
、
な
か
で
も
飛
鳥
と
そ
の
近
辺
と
琵
琶
湖
湖
西
に
集
中
し
て
い
る

。
遺
物
の
推
定
年
代
は
、
古
い
も
の
は
七
世
紀
後
半
に
遡
る
。
天
武
天
皇
の
時
代
に
は
、
中
央
地
域
で
は
あ
る
程
度
銀
銭
の
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
顕
宗
天
皇
の
時
代
に
既
に
銀
銭
が
存
在
し
た
と
い
う
『
書
紀
』
編
纂
者
の
主
張
は
、
七
世
紀
後
半
以
前
に
銀
銭
が
存
在
し
た
事
実
か
ら
生
じ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

。
　
無
文
銀
銭
の
厭
勝
銭
と
し
て
の
使
用
は
、
川
原
寺
跡
（
奈
良
県
明
日
香
村
）
や
崇
福
寺
跡
（
滋
賀
県
大
津
市
滋
賀
里
町
）
な
ど
、
既
に
七
世
紀
後
半
の
出
土
事
例
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
和
同
開
珎
の
発
行
前
の
銭
貨
の
通
貨
機
能
に
つ
い
て
は
、
流
通
し
た
根
拠
が
な
い
と
し
て
否
定
す
る
向
き
も
多
い

。
し
か
し
、
素
材
の
銀
に
は
貴
金
属
的
価
値
に
基
づ
く
実
物
貨
幣
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
法
量
の
均
一
性
が
計
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
目
貨
幣
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
『
書
紀
』
の
記
述
を
素
直
に
読
む
と
、
銀
銭
（
無
文
銀
銭
）
は
顕
宗
天
皇
の
時
代
に
は
既
に
通
貨
と
し
て
用
い
ら
れ
、
天
武
天
皇
の
時
代
に
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（　
）
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『
書
紀
』
の
編
纂
の
完
了
は
、
和
同
開
珎
と
い
う
通
貨
の
発
行
を
経
た
後
で
あ
り
、『
書
紀
』
編
纂
者
は
、『
漢
書
』
や
『
史
記
』
と
い
っ
た
書
物
や
遣
唐
使
な
ど
を
通
じ
て
、
中
国
か
ら
の
情
報
を
入
手
で
き
る
立
場
に
い
た
。
当
然
、「
銭
」
の
語
の
本
来
的
な
意
味
が
通
貨
で
あ
る
こ
と
は
知
り
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
天
武
十
二
年
貨
幣
令
の
「
銭
」
は
通
貨
を
指
し
、
こ
の
令
は
通
貨
の
素
材
の
切
り
替
え
を
命
じ
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
流
通
の
実
態
は
と
も
か
く
、
和
同
開
珎
以
前
の
銭
貨
に
は
通
貨
機
能
が
存
在
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
３
、
そ
の
後
の
銀
銭
　
次
に
、
天
武
天
皇
以
後
の
銀
銭
に
関
す
る
施
策
を
時
代
順
に
追
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
天
武
十
二
年
貨
幣
令
の
史
実
性
は
、
無
文
銀
銭
や
富
本
銭
の
発
見
か
ら
証
明
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
施
行
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
文
献
上
か
ら
も
考
古
学
上
か
ら
も
、
和
同
開
珎
に
相
当
す
る
よ
う
な
、
大
規
模
な
銭
貨
鋳
造
が
行
な
わ
れ
た
痕
跡
は
確
認
出
来
て
い
な
い
。
　
銀
銭
が
禁
止
さ
れ
た
理
由
に
は
、
中
国
で
銅
銭
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
銭
貨
を
通
貨
と
見
做
す
立
場
か
ら
は
、
政
府
が
新
都
造
営
資
金
捻
出
の
必
要
か
ら
、
銅
銭
の
鋳
造
利
益
の
大
き
さ
に
期
待
し
た
こ
と
も
、
そ
の
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
私
見
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
理
由
の
ほ
か
、
天
武
天
皇
の
五
行
五
徳
思
想
へ
の
信
奉
も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
天
武
天
皇
は
五
行
五
徳
思
想
の
影
響
か
ら
、
自
王
朝
を
赤
色
と
捉
え
、
赤
色
の
も
の
を
重
用
し
て
い
る

。
銭
貨
の
素
材
も
、
白
色
の
金
属
の
銀
（
し
ろ
が
ね
）
よ
り
も
赤
色
の
金
属
の
銅
（
あ
か
が
ね
）
を
好
ん
だ
、
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
元
明
天
皇
の
時
代
に
な
る
と
、
和
銅
元
年
五
月
、
同
年
八
月
開
始
の
銅
銭
に
先
行
し
て
、
和
同
開
珎
銀
銭
の
発
行
が
始
ま
っ
た
。
和
銅
二
年
の
正
月
に
は
、
銀
地
金
か
ら
和
同
開
珎
銀
銭
へ
の
切
り
替
え
と
銀
銭
の
私
鋳
の
禁
止
が
命
じ
ら
れ
、
同
年
三
月
に
は
、
銀
銭
の
高
額
（
四
文
以
上
）
で
の
使
用
お
よ
び
銅
銭
の
低
額
（
三
文
以
下
）
で
の
使
用
が
定
め
ら
れ
、
銀
銭
の
使
用
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
天
武
十
二
年
貨
幣
令
以
降
、
銀
の
貨
幣
形
態
は
、
銭
貨
と
し
て
は
非
公
認
と
な
り
、
地
金
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
和
同
開
珎
の
発
行
に
よ
っ
て
、
秤
量
貨
幣
と
名
目
貨
幣
と
い
う
二
種
類
の
銀
の
貨
幣
形
態
の
併
存
が
公
認
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
銅
銭
と
い
う
新
た
な
貨
幣
形
態
も
加
わ
る
事
態
と
な
っ
た
。
和
銅
二
年
の
一
連
の
政
策
は
、
こ
う
し
た
混
乱
に
伴
う
対
応
策
と
考
え
ら
れ
、
（　
）
18
（　
）
19
61
政
府
は
銀
の
貨
幣
形
態
を
銀
銭
に
一
本
化
さ
せ
、
銅
銭
と
の
併
用
の
実
現
を
考
え
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
が
同
年
八
月
に
な
る
と
、
一
転
し
て
銀
銭
は
廃
止
と
な
り
、
さ
ら
に
翌
和
銅
三
年
九
月
に
は
流
通
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
。
二
度
に
わ
た
る
発
令
か
ら
、
当
時
銀
銭
が
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
や
、
政
府
の
銀
銭
排
除
の
徹
底
的
な
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
短
期
間
で
の
銀
銭
の
扱
い
の
変
化
に
伴
う
市
場
の
混
乱
も
想
像
さ
れ
る
。
な
お
先
行
研
究
で
は
、
政
府
に
は
最
初
か
ら
銀
銭
を
永
続
的
に
使
用
さ
せ
る
意
図
は
な
く
、
銀
銭
の
短
命
は
当
初
か
ら
の
計
画
通
り
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
る

。
　
し
か
し
元
正
天
皇
の
時
代
に
は
、
ま
た
方
針
が
一
転
す
る
。
養
老
五
年
に
突
如
、
銅
銭
、
銀
銭
、
銀
地
金
の
交
換
比
率
が
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
翌
養
老
六
年
に
は
、
銀
地
金
の
交
換
比
率
が
改
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
銀
に
は
名
目
貨
幣
と
し
て
の
貨
幣
形
態
と
、
実
物
貨
幣
と
し
て
の
貨
幣
形
態
と
が
併
存
し
、
し
か
も
両
者
の
交
換
比
率
が
不
確
定
だ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
　
天
平
宝
字
四
年
に
な
る
と
、
淳
仁
天
皇
が
金
銭
・
銅
銭
と
と
も
に
、
新
銀
銭
（
大
平
元
宝
）
を
発
行
す
る
。
こ
の
新
銀
銭
は
、
新
銅
銭
と
の
交
換
比
率
が
一
対
十
と
公
定
さ
れ
て
お
り
、
実
用
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
発
行
お
よ
び
使
用
を
裏
付
け
（　
）
20
る
も
の
は
な
く
、
銀
銭
の
記
事
は
こ
れ
を
最
後
に
文
献
上
か
ら
姿
を
消
す
。
　
以
上
が
政
府
に
よ
る
銀
銭
の
諸
政
策
で
あ
る
が
、
そ
の
政
策
の
対
象
と
な
っ
た
銀
銭
は
、
和
同
開
珎
銀
銭
だ
け
で
な
く
、
無
文
銀
銭
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
無
文
銀
銭
は
和
同
開
珎
銀
銭
登
場
後
も
消
滅
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
、
天
平
十
九
年
成
立
の
『
大
安
寺
資
財
帳
』
で
、
こ
こ
に
は
「
合
銀
錢
壹
阡
伍
拾
参
文　
佛
物
八
百
八
十
六
文　
之
中
九
十
二
文
古
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
古
」
と
称
さ
れ
る
銀
銭
が
無
文
銀
銭
で
あ
り
、
養
老
五
年
以
降
の
銀
銭
の
復
活
が
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
併
記
さ
れ
て
い
る
単
な
る
「
銀
錢
」
と
は
、
和
同
開
珎
銀
銭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
「
古
」
銀
銭
を
古
銭
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
和
同
開
珎
の
「
古
和
同
」
に
あ
て
る
説
は
成
り
立
た
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
古
銭
学
的
な
製
作
上
の
細
か
な
相
違
に
よ
る
分
類
は
非
実
用
的
で
あ
る
し
、
し
か
も
識
字
率
の
低
い
当
時
に
お
い
て
は
有
効
な
手
段
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
無
文
銀
銭
と
和
同
開
珎
銀
銭
と
い
う
分
類
は
実
用
的
で
あ
り
、
か
つ
十
分
な
理
由
が
あ
る
。
両
者
の
平
均
重
量
は
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
無
文
銀
銭
の
平
均
重
量
は　
グ
ラ
ム
、
和
同
開
10
珎
銀
銭
の
平
均
重
量
は
５
グ
ラ
ム
弱
と
、
実
に
無
文
銀
銭
一
枚
は
和
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同
開
珎
銀
銭
二
枚
に
相
当
す
る

。
こ
れ
を
同
じ
一
枚
の
銀
銭
と
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
な
お
和
同
開
珎
銀
銭
が
こ
の
よ
う
な
重
量
と
な
っ
た
の
は
、
政
府
が
和
同
開
珎
に
重
量
以
上
の
価
値
を
付
加
さ
せ
て
鋳
造
利
益
を
得
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
　
無
文
銀
銭
が
和
同
開
珎
銀
銭
発
行
後
も
残
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
和
同
開
珎
銀
銭
の
公
的
な
排
除
が
無
文
銀
銭
の
和
同
開
珎
銀
銭
に
切
り
替
え
ら
れ
る
前
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
和
同
開
珎
銀
銭
の
発
行
お
よ
び
流
通
の
公
認
期
間
は
き
わ
め
て
短
か
く
、
そ
の
発
行
量
も
無
文
銀
銭
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
よ
り
根
本
的
な
理
由
と
し
て
、
銀
の
実
物
貨
幣
的
価
値
が
既
に
相
当
根
強
く
存
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
和
同
開
珎
銀
銭
の
適
当
な
法
定
価
値
が
か
え
っ
て
、
定
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
銀
銭
は
、
東
ア
ジ
ア
社
会
の
交
易
で
も
通
用
す
る
銀
の
貴
金
属
価
値
も
備
え
て
い
る
点
で
、
銅
銭
と
は
異
な
る
。
極
端
な
場
合
、
律
令
国
家
の
統
制
、
つ
ま
り
法
定
価
値
が
無
く
て
も
流
通
は
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
名
目
貨
幣
に
慣
れ
て
い
な
い
日
本
で
も
、
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
銀
銭
の
特
性
は
、
一
方
で
政
府
の
通
貨
の
独
占
的
支
配
を
阻
む
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
。
元
明
天
皇
が
銀
銭
を
排
除
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
（　
）
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そ
れ
で
は
な
ぜ
、
養
老
五
年
に
銀
銭
が
再
び
復
活
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
方
針
が
一
転
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
の
経
緯
は
、
以
下
の
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
ず
、
和
銅
七
年
九
月
に
出
さ
れ
た
撰
銭
禁
止
令
が
軌
道
に
乗
り
、
二
種
類
の
銀
銭
―
―
和
同
開
珎
銀
銭
と
無
文
銀
銭
―
―
の
併
存
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ
る
撰
銭
の
事
態
に
も
対
処
で
き
る
状
況
が
、
ひ
と
ま
ず
整
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
鋳
造
利
益
の
大
き
い
銅
銭
の
投
入
と
い
う
本
来
の
目
的
は
、
既
に
果
た
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
銀
銭
の
廃
禁
政
策
を
と
っ
た
前
帝
の
元
明
天
皇
は
、
養
老
五
年
十
二
月
に
亡
く
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
年
一
月
の
銀
銭
の
交
換
価
値
が
公
定
さ
れ
た
時
点
で
は
、
そ
の
政
治
的
影
響
力
が
薄
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
を
も
っ
て
、
銀
銭
の
再
投
入
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
銀
銭
は
、
禁
止
さ
れ
て
以
後
、
各
自
が
所
蔵
し
て
い
た
分
は
鋳
潰
し
て
地
金
と
し
て
用
い
な
い
か
ぎ
り
、
死
蔵
の
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
養
老
五
年
の
銀
銭
復
活
は
、
既
に
根
付
い
て
い
た
銅
銭
を
基
準
と
し
た
交
換
価
値
を
公
定
す
る
こ
と
で
、
政
府
の
目
論
む
法
定
銭
貨
価
値
を
守
り
な
が
ら
、
眠
っ
て
い
た
銀
銭
を
市
場
に
取
り
込
む
こ
と
を
企
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
63
お
わ
り
に
　
最
後
に
、
顕
宗
紀
の
記
事
の
成
立
し
た
時
代
背
景
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
皮
肉
な
こ
と
に
銀
銭
は
、
常
に
実
際
の
流
通
事
情
に
反
す
る
施
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
流
通
し
た
が
ゆ
え
に
私
鋳
や
撰
銭
が
横
行
し
て
、
禁
令
が
出
さ
れ
、
流
通
が
滞
る
と
禁
令
の
必
要
も
な
い
か
ら
無
視
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
平
元
宝
以
後
、
銀
銭
の
発
行
が
な
く
な
っ
た
の
は
、
銭
貨
の
実
物
貨
幣
か
ら
、
政
府
の
意
図
す
る
名
目
貨
幣
の
銅
銭
の
使
用
に
慣
れ
た
か
ら
と
い
え
る
が
、
そ
の
後
の
銀
地
金
の
貴
金
属
価
値
、
貨
幣
的
使
用
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
栄
原
永
遠
男
は
銅
銭
に
吸
収
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が

、
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
中
世
に
銀
貨
が
登
場
す
る
ま
で
、
銀
の
通
貨
的
使
用
は
断
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
研
究
の
課
題
の
一
つ
と
し
た
い
。
　
註
（
１
）　
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
の
富
本
銭
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
年
報　
Ⅱ
』
が
詳
し
い
。
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（
２
）　
な
お
天
武
十
二
年
貨
幣
令
に
登
場
す
る
「
銅
銭
」
に
つ
い
て
は
、
飛
鳥
池
遺
跡
で
富
本
銭
が
出
土
し
て
以
来
、
富
本
銭
を
想
定
す
る
説
（　
）
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が
一
般
的
で
あ
る
。
私
見
と
し
て
は
、
開
元
通
宝
な
ど
の
中
国
銅
銭
や
無
文
銅
銭
に
あ
て
る
旧
説
も
無
視
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
（
３
）　
内
田
銀
蔵
「
日
本
古
代
の
通
貨
史
に
関
す
る
研
究
」（『
日
本
経
済
史
の
研
究
』
同
文
館
、
大
正
十
三
年
。
た
だ
し
論
文
の
発
表
は
、
明
治
三
十
一
年
）
ほ
か
。
（
４
）　
西
村
真
次
『
日
本
古
代
経
済
（
交
換
篇
四
冊
貨
幣
）』（
東
京
堂
、
昭
和
八
年
）。
弥
永
貞
三
「
奈
良
時
代
の
銀
と
銀
銭
に
つ
い
て
」（
伊
東
多
三
郎
編
『
国
民
生
活
史
研
究 
２ 
生
活
と
社
会
経
済
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
十
四
年
）。
栄
原
永
遠
男
「
和
同
開
珎
の
誕
生
」
（『
日
本
古
代
銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
平
成
五
年
）。
今
村
啓
爾
「
無
文
銀
銭
の
流
通
と
わ
が
国
初
期
貨
幣
の
独
自
性
」（『
史
学
雑
誌
』
第
一
〇
九
編
第
一
号
、
平
成
十
二
年
）。
（
５
）　
山
中
笑
「
本
邦
最
初
の
泉
貨
に
就
て
」（『
考
古
学
雑
誌
』
五
巻
五
号
、
大
正
四
年
）。
西
村
、
弥
永
は
前
掲
、
註
（
４
）
参
照
。
　
　
　
た
だ
し
、
内
田
の
登
場
に
よ
っ
て
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
肯
定
説
が
一
掃
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
塚
本
豊
次
郎
『
改
訂
本
邦
通
貨
の
事
歴
』（
有
明
書
房
、
復
刻
版
は
昭
和
五
十
八
年
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
昭
和
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
従
来
、
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
は
、
肯
定
的
に
解
釈
さ
れ
て
お
り
、
塚
本
自
身
も
、
こ
れ
を
以
て
日
本
の
金
属
貨
幣
の
濫
觴
だ
と
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
当
時
は
、『
和
漢
三
才
図
会
』
を
論
拠
と
し
て
、
反
正
天
皇
の
時
代
に
金
銀
銅
の
銭
貨
が
存
在
し
た
と
す
る
説
も
あ
っ
た
と
い
う
。
（
６
）　
妹
尾
守
雄
「
皇
朝
銭
時
代
」（『
図
録
日
本
の
貨
幣
（
１ 
原
始
・
古
代
・
中
世
』）』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
十
七
年
）。
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（
７
）　
田
中
卓
「
銀
銭
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
一
巻
九
号
、
昭
和
二
十
九
年
）。
（
８
）　
天
武
三
年
三
月
丙
辰
条
に
「
対
馬
国
司
守
忍
海
造
大
国
言
、
銀
始
出
二
于
当
国
一
。
即
貢
上
。
由
レ 
是
、
大
国
授
二
小
錦
下
位
一
。
凡
銀
有
二
倭
国
一
、
初
出
二
于
此
時
一
。（
以
下
略
）」
と
あ
る
。
（
９
）　
忍
海
氏
が
鍛
冶
技
術
集
団
で
あ
る
こ
と
は
、
天
武
三
年
の
国
内
初
の
銀
の
発
見
者
が
忍
海
造
大
国
で
あ
る
こ
と
（『
書
紀
』
天
武
三
年
三
月
丙
辰
条
、
註
（
８
）
参
照
）、
久
米
皇
子
の
新
羅
征
伐
の
兵
器
製
造
を
し
た
の
が
忍
海
漢
人
で
あ
る
こ
と
（『
肥
前
国
風
土
記
』
三
根
郡
漢
部
郷
条
）、
大
宝
元
年
の
冶
金
の
命
を
う
け
た
三
田
首
五
瀬
の
出
身
が
大
和
国
忍
海
郡
で
あ
る
こ
と
（『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
八
月
丁
未
条
）、
丙
辰
年
（
推
古
四
年
）
の
飛
鳥
寺
の
作
金
に
意
奴
弥
（
忍
海
）
首
名
辰
星
が
従
事
し
た
こ
と
（『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
』）
な
ど
か
ら
わ
か
る
。
（　
）　
こ
の
詔
に
「
銀
銭
」
を
登
場
さ
せ
る
こ
と
は
、
文
の
内
容
上
か
ら
10
も
問
題
が
あ
る
。
こ
の
部
分
の
文
意
は
、
食
品
は
生
命
維
持
に
直
結
し
、
貴
重
品
の
「
黄
金
」「
白
玉
」
の
よ
う
な
非
食
品
に
勝
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
「
銀
銭
」
を
登
場
さ
せ
る
と
、
銭
貨
の
不
可
食
性
に
よ
る
劣
性
を
公
認
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
は
当
時
の
銭
貨
政
策
に
反
す
る
よ
う
な
記
述
を
意
図
し
て
避
け
た
観
が
あ
る
。
（　
）　
和
銅
元
年
五
月
壬
寅
条
に
「
始
行
二
銀
銭
一
」
と
あ
る
。
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（　
）　
天
平
宝
字
四
年
三
月
丁
丑
条
に
「
宜
下
造
二
新
様
一
、
与
レ
旧
並
12
行
上
。（
中
略
）
銀
銭
文
曰
二
大
平
元
宝
一
」
と
あ
る
。
（　
）　
賈
行
銭
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
弥
永
（
前
掲
13
論
文
、
註
（
４
）
参
照
）
の
他
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
利
光
三
津
夫
「
神
功
銭
鋳
造
を
め
ぐ
る
史
的
背
景
―
―
皇
朝
銭
に
対
す
る
政
治
史
的
研
覈
」（『
法
学
研
究
』
四
十
三
巻
十
号
、
昭
和
四
十
五
年
）。
三
上
隆
三
『
貨
幣
の
誕
生
―
―
皇
朝
銭
の
博
物
誌
』（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
十
年
）。
　
　
　
な
お
利
光
は
そ
の
後
『
古
貨
幣
夜
話
』（
慶
応
通
信
、
昭
和
五
十
八
年
）
で
、
和
銅
以
前
の
銀
銭
に
つ
い
て
、
無
文
銀
銭
で
は
造
り
が
粗
末
す
ぎ
る
と
し
て
、
賈
行
銭
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
無
文
銀
銭
が
七
世
紀
後
半
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
見
解
は
通
用
し
な
い
。
（　
）　
無
文
銀
銭
の
鋳
造
方
法
に
つ
い
て
は
、
酒
井
清
治
「
銭
貨
鋳
造
技
14
術
の
変
遷
に
つ
い
て
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
お
金
の
玉
手
箱
』、
平
成
九
年
）
参
照
。
（　
）　
無
文
銀
銭
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
纏
め
た
最
新
の
も
の
と
し
て
、
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今
村
啓
爾
「
無
文
銀
銭
と
和
同
開
珎
銀
銭
」（『
季
刊
考
古
学
』
七
十
八
号
、
平
成
十
四
年
）
が
あ
る
。
　
　
　
無
文
銀
銭
の
出
土
情
況
を
補
説
す
る
と
、
飛
鳥
地
方
、
近
江
大
津
宮
周
辺
（
琵
琶
湖
湖
西
地
域
）、
難
波
京
（
大
阪
・
真
宝
院
）
な
ど
、
都
跡
か
ら
の
出
土
が
目
立
つ
。
ま
た
古
代
の
交
通
の
要
所
（
大
阪
・
船
橋
遺
跡
）
か
ら
の
出
土
も
あ
り
、
宮
都
に
出
入
り
す
る
渡
来
人
が
中
心
に
な
っ
て
銀
銭
を
使
用
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
（　
）　
先
行
研
究
で
は
、
阿
部
義
平
も
、
無
文
銀
銭
の
発
生
が
七
世
紀
中
16
葉
に
遡
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
は
、
無
文
65
銀
銭
が
大
量
出
土
し
た
大
阪
真
宝
院
が
孝
徳
朝
の
難
波
京
内
で
あ
る
こ
と
、
度
量
衡
が
舒
明
朝
に
革
新
さ
れ
た
こ
と
、
遣
隋
使
や
遣
唐
使
と
い
っ
た
外
交
制
度
の
確
立
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
阿
部
義
平
「
古
代
銭
貨
史
の
若
干
の
話
題
と
展
望
」（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
お
金
の
玉
手
箱
』
平
成
九
年
）、「
大
川
天
顕
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
代
の
銀
銭
」（『
出
土
銭
貨
』
九
号
、
平
成
十
年
）。
（　
）　
銀
銭
の
通
貨
機
能
否
定
説
と
し
て
は
、
近
年
で
は
以
下
の
も
の
が
17
あ
る
。
東
野
治
之
『
貨
幣
の
日
本
史
』（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
十
一
年
）、「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
富
本
銭
」（『
文
化
財
学
報
』
十
九
号
、
平
(
成
十
三
年
）。
三
上
隆
三 
前
掲
書
、
註
（　
）
参
照
）。
三
上
善
孝
13
「
古
代
銀
銭
の
再
検
討
」（『
出
土
銭
貨
』
九
号
、
平
成
十
年
）、「
富
本
銭
の
史
的
意
義
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
十
五
号
、
平
成
十
二
年
）。
　
銀
銭
の
通
貨
機
能
否
定
説
を
最
初
に
主
張
し
た
の
は
東
野
で
あ
る
。
厭
勝
銭
機
能
が
通
貨
機
能
に
先
行
し
て
定
着
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
点
で
画
期
的
で
、
三
上
隆
三
、
三
上
善
孝
も
東
野
の
影
響
が
強
い
。
　
な
お
、
和
銅
以
前
の
銭
貨
の
通
貨
機
能
を
否
定
し
た
場
合
、
天
武
十
二
年
貨
幣
令
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
が
、
東
野
は
こ
こ
に
登
場
す
る
銭
貨
も
厭
勝
銭
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
武
十
二
年
貨
幣
令
は
、
銀
の
資
源
確
保
の
た
め
に
銀
銭
を
地
鎮
や
副
葬
に
際
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
し
た
も
の
で
、
後
続
の
乙
亥
条
「
用
銀
莫
止
」
に
つ
い
て
は
、
造
銭
以
外
で
の
銀
の
使
用
を
許
可
し
た
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、『
書
紀
』
で
の
「
銭
」
の
語
義
は
、
顕
宗
紀
銀
銭
記
事
に
み
る
よ
う
に
、
厭
勝
銭
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
（　
）　
松
村
恵
司
「
無
文
銀
銭
と
和
同
銀
銭
」（『
出
土
銭
貨
』
九
号
、
平
18
成
十
年
）。
栄
原
永
遠
男
「
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
み
た
七
世
紀
後
半
の
銭
貨
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
六
六
号
、
平
成
十
一
年
）。
山
尾
幸
久
「
飛
鳥
池
遺
跡
と
天
武
朝
」（
直
木
孝
次
郎
・
鈴
木
重
治
編
『
飛
鳥
池
遺
跡
―
―
富
本
銭
と
白
鳳
文
化
―
―
』
ケ
イ
・
ア
イ
・
メ
デ
ィ
ア
、
平
成
十
二
年
）。
（　
）　
天
武
天
皇
が
、
五
行
五
徳
思
想
の
影
響
で
自
王
朝
を
赤
色
と
捉
え
、
19
赤
色
を
重
用
し
て
い
た
と
い
う
の
は
通
説
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
井
上
通
泰
「
天
武
天
皇
紀
闡
幽
」（
日
本
歴
史
地
理
学
会
『
歴
史
地
理
』
五
四
―
―
三
号
、
昭
和
四
年
）、
坂
本
太
郎
「
大
化
改
新
と
壬
申
の
乱
」（『
日
本
全
史 
２ 
古
代
Ⅰ
』
東
大
出
版
会
、
昭
和
三
十
五
年
）、
直
木
孝
次
郎
「
持
統
天
皇
と
呂
太
后
」（
三
品
彰
英
『
日
本
書
紀
研
究
第
一
冊
』
塙
書
房
、
昭
和
三
十
九
年
）、
村
山
修
一
「
陰
陽
道
の
日
本
伝
来
と
官
制
化
」
（『
日
本
陰
陽
道
史
総
説
』
塙
書
房
、
平
成
二
年
）、
亀
井
輝
一
郎
「
近
江
遷
都
と
壬
申
の
乱
」（『
日
本
歴
史
』
五
五
七
号
、
平
成
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（　
）　
栄
原
永
遠
男
「
和
同
開
珎
の
誕
生
」（
前
掲
論
文
、
註
（
４
）
参
20
照
）。
三
上
善
孝
（
前
掲
論
文
、
註
（　
）「
古
代
銀
銭
の
再
検
討
」
17
参
照
）。
　
と
も
に
銀
銭
の
投
入
は
、
銅
銭
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
一
時
的
な
施
策
と
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
し
和
同
開
珎
銀
銭
に
つ
い
て
、
栄
原
は
通
貨
と
見
做
し
、
三
上
は
銭
貨
の
厭
勝
銭
か
ら
通
貨
へ
の
移
行
期
の
一
段
階
だ
と
し
て
い
る
。
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（　
）　
重
量
平
均
値
は
、
今
村
啓
爾
『
富
本
銭
と
謎
の
銀
銭
』（
小
学
館
、
21
平
成
十
三
年
）
の
デ
ー
タ
参
照
。
（　
）　
栄
原
永
遠
男
「
日
本
古
代
の
銭
貨
発
行
」（
池
亨
編
『
銭
貨
―
前
22
近
代
日
本
の
貨
幣
と
国
家
―
』
青
木
書
店
、
平
成
十
三
年
）。
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